101V1付属証明書

エコマーク商品類型No.101「かばん・スーツケースVersion1」付属証明書
分類B.布製ショッピングバッグ、トートバッグ

[bookmark: _GoBack]本付属証明書は、エコマーク商品類型No.101「かばん・スーツケースVersion1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：平成
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞
1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。
4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図


エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図（書式自由・原稿）をご提出下さい。

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表101-17
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者

	No.104「家庭用繊維製品Version2」の認定商品で、契約更新に伴う再審査の場合
	既認定番号（　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	




B.布製ショッピングバッグ、トートバッグ
	項目
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	商品区分
	□ 布製ショッピングバッグ

	
	□ 布製トートバッグ

	適用範囲
	外面積全体※に対する繊維部分の面積割合　[　　　　　　　　　]％
※取っ手その他の付属品が取り付けられていない状態における外面（たれで被覆される部分を除く）
※型式毎に数値が異なる場合は、（最低値）～（最高値）％をご記入下さい。



「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	項目
	記入欄
※ 選択する基準項目の□にチェックを入れて下さい

	4-1.(1)選択肢
	□ a. 未利用繊維、リサイクル繊維、廃植物繊維の使用
□ b. 無漂白綿、酵素系漂白綿の製品
□ c. オーガニックコットンの使用
□ d. リサイクル設計と使用後の回収
□ e. 植物由来合成繊維の使用
□ f. 羊毛製品
□ g. セルロース系化学繊維の使用
　　　　　



	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	適合/
不適合
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)選択肢a
(aを選択した方のみ記入してください)
	未利用繊維、リサイクル繊維の質量割合が表1の基準配合率を満たす
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-18A
	申込者
製造事業者など

	
	原料の種類
□未利用繊維
□反毛繊維
□ポリマーリサイクル繊維
□ケミカルリサイクル繊維
□その他のリサイクル繊維
	記入表101-5
	繊維材料
供給事業者

	
	□繊維由来リサイクル繊維に該当する
	記入表に加えて
直近1年間程度の再生原料の受入量、内訳の実績、ポストコンシューマ素材の故繊維の受入れ体制と実績を添付
	






	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	適合/
不適合
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)選択肢b
(bを選択した方のみ記入してください)
	綿を主な構成材料とする製品であって、製品の70%以上である。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-18B
	申込者
紡績事業者など

	
	化学物質の使用量を増加させることなく、処理に要するエネルギー使用量を削減している。
蛍光増白加工がなく、以下の無漂白、酸素系漂白の要件のいずれかを満たす。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-6
	精練等工程事業者

	
	□無漂白（糊抜き、精練の工程において、表2の水生環境に有害な化学物質の使用がない）
□酸素系漂白(以下のいずれかを満たす)
□糊抜き、精練、漂白の工程において、表2の水生環境に有害な化学物質の使用がない。
□糊抜き、精練、漂白の工程において、表2の水生環境に有害な化学物質の使用がある。
ただし、従来の工程と比較して、CO2排出量を30%以上削減し、該当の化学物質の使用量を削減し、その成分を繊維中および排水中に残していない。
	
	

	4-1.(1)選択肢c
(cを選択した方のみ記入してください)
	製品全体（繊維部分質量）における第三者認証オーガニックコットンが30%以上である。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-18B
記入表101-7
および
添付書類（認証書等）
	綿生地供給事業者





	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	適合/
不適合
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)選択肢d
(dを選択した方のみ記入してください)
	使用後の製品を引き取り、再使用（リユース）またはリサイクル(マテリアル)リサイクルまたはケミカルリサイクル）するシステムである。
	□　はい
□　いいえ
	広域認定制度の認定の写し、基準別紙のシステム概要の説明等
	申込者等

	
	以下の項目に該当するかチェック
□使用後に不用品となった製品を引き取り、　サイクルされる仕組みとして以下を満たす
・製品は、構成される素材の70%以上が当該システムによりリサイクル可能な素材で設計されていること
・リサイクルできない部分は、これを環境に調和した方法でエネルギー回収すること
	
	

	
	□製品のリサイクル
＜リサイクル可能素材＞
□ポリエステル／□ナイロン／□綿／　　□羊毛／□その他(具体的に記載　　　　)
＜リサイクル手法＞
□反毛繊維化／□ポリマーリサイクル／
□ケミカルリサイクル／
□その他（具体的に記載　　　　　　　）
＜再商品化用途＞
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	
	

	
	□製品のカスケードリユース
申込製品の用途：【　　      　　　　　　　】再使用後の利用用途：【　　　　　　　　　　】
	
	

	
	上記使用済み製品の引取実績数量：【　　　　　】
数量の報告期間：　　　 年　 月～　　年  月
	
	

	
	右記の記入表を提出
	記入表101-18D
	申込者、
製造事業者等

	
	引き取り、リサイクルすること、および引き取りの連絡先を製品本体に表示している。
	□　はい
□　いいえ
	表示図面、写真等
	申込者




	認定基準
項目番号
	記入欄
※該当する□にチェックを入れて下さい
	適合/
不適合
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)選択肢e
(eを選択した方のみ記入してください)
質量割合
	バイオベース合成ポリマー含有率が10%以上かつ、植物由来合成繊維の質量割合が25%以上である。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-18C
	申込者、
製造事業者等

	
	
	
	バイオベース炭素含有率の測定結果、およびバイオベース炭素含有率を用いたバイオベース合成ポリマー含有率の計算結果
	第三者機関等

	
	
	
	記入表101-9(c)
またはバイオベース合成ポリマー含有率の管理について、第三者機関による監査または認証を受けていることの証明書
	

	4-1.(1)選択肢e
原料の種類
	原料の種類
植物原料名【　　　　　　　　　　　　　　　】
	記入表101-8
	繊維材料
供給事業者

	4-1.(1)選択肢e
持続可能性
	バイオマスプラスチック(原料樹脂)の持続可能性
	バイオマス原料の素性（栽培地（国、州、市等）または廃棄物・副産物等の発生過程など）および（原料樹脂）製造までの一連の製造工程のフロー図（基礎化学品（モノマー）の製造、ポリマー製造等の関係する事業者名）
	樹脂の供給事業者

	
	
	記入表101-9別表1(a)
または
バイオマス原料の持続可能性について第三者による監査または認証（プラスチック等の持続可能性を検証する国際認証制度など）を受けていることの証明書
	

	
	
	★エコマーク事務局からの要請に応じて提出
記入表101-9別表1(b)
	

	4-1.(1)選択肢e
製品ライフサイクル
	バイオマスプラスチック(原料樹脂)の環境負荷低減効果（ISO14040およびISO14044等に準拠して実施したものであること）

いずれかにチェックをして下さい
□プラスチックの持続可能性を検証する国際認証制度などでの検証結果(ただし、代替しようとする従来の樹脂と比較の提出が必要)
□第三者との共同研究や第三者のレビューを受けている
□第三者の機関名等[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
□原料や製造工程（工場）が同じ場合には、学術雑誌等で発表された論文を提出する
□その他
□2022年11月までにエコマーク認定を受けた商品で提出されたLCAである（バイオPE、バイオPET、PLA、PTTに限る）

※樹脂製造以降のシナリオが代替する化石資源由来の樹脂と同じ場合には、樹脂までのLCAの結果を提出することも可とする
	第三者によるLCA評価の結果
	樹脂の供給事業者

	4-1.(1)選択肢f
(fを選択した方のみ記入してください)
	羊毛を主な構成材料とする製品であって、製品の70%以上である。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101B
および
添付書類（認証書等）
	申込者、
製造事業者等

	
	製品に使用する染料、顔料において、クロムを使用していない。
羊毛にクロムを使用している場合は、
4-1.(1)f①に定めるクロムの要件を満たす。
	□　はい
□　いいえ
□クロム使用
	記入表101-13
※クロムの使用がある場合は、記入表に加え試験結果、排水の証明
	原着、
染色工場

	
	洗毛前の原毛（グリージーウール）における外部寄生虫防除剤の濃度が、表4の総量制限値を超えない(または現場検証による不使用を確認、あるいは洗毛業者の残留物の対策)
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-10
および
添付書類
（試験結果等）
	羊毛供給
事業者

	4-1.(1)選択肢g
(gを選択した方のみ記入してください)
	セルロース系化学繊維を主な構成材料とする製品であって、製品の70%以上である。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101B
	申込者、
製造事業者等

	
	セルロース系化学繊維における第三者認証をうけた森林認証材、コットンリンターを70％以上使用している。
森林認証材以外の原料木材は、生産された国における森林に関する法令に照らして合法な木材を使用している。
パルプの漂白は塩素ガスの使用がない。
繊維製造に使用される溶剤は、回収またはクローズドで再利用される設備を整えており、適正に管理されている。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-11
および
添付書類
（認証書等）
	紡糸事業者





	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	適合/
不適合
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(2)
製品加工
	製品の各種加工について、加工剤の安全性、最小限の使用に配慮している。および表5の基準値に適合する。
	□　はい
□　いいえ
	記入表101-12
	申込者

	4-1.(3)
ホルムアルデヒド
	
	試験結果
（異なる生地毎）
	第三者試験機関など

	4-1.(4)
染料・顔料
（別表1①～③に定める染料・顔料およびクロムの不使用）の確認方法について、以下A、Bのいずれかに該当するかチェック。
	□A申込者または製造事業者が、申込製品に使用する繊維材料ごとに、以下の基準適合を確認している。
	記入表101-13
※クロムの使用がある場合は試験結果、排水の証明も添付
	原着、
染色または製品印刷工

	
	染料、顔料において、別表1①～③に定める染料・顔料、およびクロムを使用していない。羊毛のみクロムを使用している場合は、4-1.(1)f①に定めるクロムの要件を満たす。
	□はい
□いいえ
□羊毛のみクロムを使用
	
	

	
	□B申込者または製造事業者がエコマーク申込商品で取り扱う全ての繊維材料について、以下の基準適合を調達基準書などで定めており、サプライチェーンに対してトレーサビリティを明確にして書面（工場単位、あるいは個別素材単位）により確認し、管理を行っている。
	申込者または製造事業者における調達基準書
および
サプライチェーンに確認した証明書（定型の様式の場合はサンプルでもよい）
	申込者または
製造事業者

	
	染料、顔料において、別表1①～③に定める染料・顔料、クロムを使用していない。
※Bに該当する場合は、認定期間中の追加、変更に伴う顔料・染料証明書の提出を省略できます。
	□　はい
□ いいえ
	
	

	4-1.(5)
環境法規の順守
	
	記入表101-3
	最終製品製造工場長

	4-１.(6)
プラスチック材料のハロゲン使用
	ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用 
· 使用あり　／　□　使用なし
	
	

	4-１.(7)
プラスチック包装材料のハロゲン使用
	包装材の材質：
包装方法：

ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用 
使用あり　／　□　使用なし
	
	

	4-2.(8)
品質
	
	該当する品質規格に適合する試験結果
	第三者試験機関など

	
	
	記入表101-4
	最終製品製造工場長


 


証明書-40

